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【要旨】 

 本論文では，育児に対する親の動機づけに関する先行研究を概観し，

研究動向を整理した。はじめに，動機づけの概念をもとに育児行動を捉

える意義を踏まえた後，これまでの育児への動機づけ（以下，育児動機

づけとする）に関する研究から得られた知見を整理した。次に，近年の

動機づけ研究では認知機能が着目されてきた中で，同様の手法を用いて

育児動機づけを捉えることの限界について指摘した。さらに，動機づけ

研究の新しい流れである自動動機の概念をもとに，育児動機づけを無意

識の側面から捉えることの意義と可能性について述べた。最後に，育児

動機づけの今後の展望についてまとめた。具体的には，1)無意識の育児

動機づけを測定する手法の検討，2)育児動機づけにおける感情成分の重

要性，3)育児動機づけへの影響因の検討，4)父親を対象とすることの必

要性を今後の検討課題とした。 
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１．はじめに 

 

「なぜ育児をするのか」という問いは，なぜ仕事に行くのか，なぜ食

事をするのかなど，人の日常的な行為の理由を尋ねるに等しい。それら

は日常生活を成立させるために必然であり，一つ一つの目的や結果を意

識的に考えることはほとんどないまま日常の中に自動的に組み込まれ

ている。「育児は親の当然の義務である」と考える人にとってはごく自

然な行為であろう。 

では，子どもを過度に放任したり，育児を回避する人がいるのはなぜ

であろうか。代表的なのは，ネグレクト（育児放棄）である。ネグレク

トはマルトリートメント（不適切な養育）の 1 つであるが，ネグレクト

に至らずとも，育児に向かわない親は少なくない。児童虐待は独立した

現象ではなく，健康的な子育てと一続きであるように（加藤, 2011）1)，

虐待の疑いのある場合も含めて広く存在するものと考えられる。また，

最近は父親の育児参加のあり方が社会問題になっている。働く母親の増

加とともに父親の育児参加が求められて久しいが，その動きは鈍く「ワ

ンオペ育児」のように母親が仕事と育児の多重負担を担う家庭は少なく

ない（総務省統計局, 2017） 2)。 

こうした社会問題については様々な研究が積まれる中，「なぜ育児を

する（しない）のか」という根本的な問いに対し，育児行動の生起メカ

ニズムから検討した研究はほとんどみられない。「育児は親がするもの」

という社会風潮の中，育児をしなくてもよいと考える親はほとんどいな

いであろう。つまり，育児に向かう親と向かわない親には育児行動が生

起するプロセスのどこかに違いがあることが考えられる。この違いにつ

いて，本論文は動機づけ（motivation）の視点からアプローチし，親は

なぜ育児に向かうのか，あるいは向かわないのか，動機づけ理論を手が

かりに検討していく。本論文では，まず，これまでの育児に関する動機

づけ（以下，“育児動機づけ”とする）研究を概観する。次に，無意識

の動機づけの視点から育児動機づけ研究の可能性を探る。最後に，育児

動機づけ研究の今後の展開について述べる。 

 

２．育児動機づけに関する研究 

 

動機づけは，人の行動の生起メカニズムを解明するための重要な概念

として，心理学を中心にこれまで多くの研究が蓄積されてきた。動機づ

けは日常語では“やる気”のことであり，目標に向けて行動を生起し，

持続させる働きをする。例えば仕事に疲れて帰宅した後，休む間もなく

子どものために食事や入浴の準備をするという親の行動もこうした動

機づけに支えられているといえる。 
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育児をテーマにした動機づけ研究はまだ少ないが，中島他（2015） 3)

は，乳幼児をもつ母親を対象に育児へのやる気について「育児動機づけ

尺度」を作成した。育児動機づけ尺度は，老後の世話や夫婦関係など何

らかの報酬のために行う「見返り期待」，育児が楽しいから行う「内的

喜び」，育児をするのは当たり前だから，義務だから行う「社会的当為」

から構成される。「見返り期待」と「社会的当為」は外発的動機づけ，「内

的喜び」は内発的動機づけに属すると考えられる。また，親であること

をどのように受け止めているのか、親役割意識と育児動機づけの関連を

調べたところ 3)，「見返り期待」が高いほど母親であることをネガティブ

に感じる一方，「内的喜び」が高いほどポジティブに感じていた。「社会

的当為」は親役割意識と関連しなかった。ポジティブ感情が原動力にな

って育児に向かう人は，自身が母親であることを積極的に受け入れてい

るが，他者に認められたいなど報酬を得ることが原動力である人は親で

あることによる制約感や負担感を感じやすいようである。 

次に，育児動機づけと実際の育児行動との関連を調べた小林他（2018）
4)では，「内的喜び」が高いほど子どもと遊ぶ，絵本を読むなど相互作用

の時間が長いこと，「社会的当為」が高いほど家族の中で「世話」を担

う割合が高いことが明らかにされている。「内的喜び」は，認知面や行

動面で母親の育児における原動力になっているといえよう。ただし，「社

会的当為」の高さは母親を世話へと向かわせており，世話行動において

は“やるのは当たり前だから”という義務感に近い外発的動機づけが必

要であるとも考えられる。先行研究はまだ少ないが，母親の内面ではこ

のような内発的・外発的動機づけが働いているといえる。 

一方，育児を「やる気になるとき」「やる気にならないとき」を母親

の自由記述をもとに検討した Tachibana et al.(2016)5)では，「やる気に

なるとき」は“子どもの笑顔や寝顔”を見る時が 38.6％と最も多く，次

いで“子どもの成長”を感じるときが 29.2%，“子どものポジティブな

フィードバック”があるときは 19.1%であった。子どものポジティブな

行動や変化を感じるときに，母親の動機づけは高くなるようである。一

方，「やる気にならないとき」はなかなか泣き止まないなど“コントロ

ール不能”になるときで 51.7%と最も多く，“心身の疲れ”も 22.5％の

母親が挙げていた。少数ではあるが，“時間的余裕のなさ”6.0%，“自

分の責任・力不足”4.6%，他者からの“理解・サポートのなさ”も 7.5%

にみられた。思い通りにいかない時や疲れている時は育児に向かわない

様子がうかがわれる。 

寺薗（2019） 6)は，自己決定理論（self-determination theory; Deci 

& Ryan, 1985; Ryan & Deci, 2000） 7)8)をもとに育児の動機づけ尺度を

作成した。自己決定理論では，自律的であるほど（自己決定するほど）

学業や仕事等の成果や精神的健康が高くなると考えられており ,内発的
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動機づけと外発的動機づけが自律性の程度によって一次元上に捉えら

れている。自己決定理論は５つの理論から構成されるが,その中の基本

的心理欲求理論に基づくと、3 つの基本的欲求（自立性の欲求，関係性

の欲求，有能さへの欲求）が満たされるほど自己実現や精神的健康が高

くなるとされる（櫻井, 2012） 9)。育児期の母親を対象とした場合，育

児の動機づけは「無動機づけ」「外的調整」「取り入れ的調整」「同一化

調整」「内的調整」の下位尺度で構成され,自律性の一次元上で捉えられ

ることが確認された（寺薗, 2019） 6)。また,３つの基本欲求が充足して

いる母親ほど，「内部調整」や「同一化調整」が高く,「無動機づけ」が

低かった。このことから，基本欲求の充足が育児への内発的動機づけを

促進することが示唆されている。 

 

３．育児を意識的な動機づけで捉えることの限界 

 

これまでの育児動機づけに関する研究は，主に母親を対象になぜ育児

をするのかを尋ね，言葉による回答を基に結果が導かれている。しかし，

言葉によって意識的に回答された点に，育児動機づけ研究の限界がある

と考えられる。「なぜ育児をするのか」という問いに対する回答には様々

なバイアスが混入することが予想されるためである。近代社会では，子

どもに愛情をかけることが良い育児の証という社会風潮があり，子ども

への愛情が養育者を育児に向かわせるものと考えられてきた（山田 , 

1999）10)。愛情をもって積極的に育児をすることが評価される社会では，

「育児をしたくない」という回避的な欲求を抱えていても，それらは意

識に上らないように，つまり親の心の中で抑圧しなければならない。し

かたなく育児に向かう親も少なからず存在すると考えられるが，現代社

会における親たちにとって，それらを意識したとしても言葉で表すこと

は容易ではない。 

もう一つの限界は，近年の動機づけ研究では動機づけ過程における認

知機能が着目されてきた点である。動機づけは基本的に「認知」「欲求」

「感情」など心理的要因から成立すると考えられている。多くの動機づ

け研究では，動機づけは学業や仕事のように目標を意識しながら達成し

ていくための心のエネルギーとされ，意志の力が必要であると考えられ

てきた。ただし，これまでの研究はすべて意識的な動機づけを捉えてい

るわけではなく，古典的研究である Freud のリビドー理論や Hull の動

因理論，Maslow の欲求階層説などによる動機づけはむしろ認知水準が低

いといえる（速水, 2012） 11)。動機づけ概念の認知水準が高くなったこ

とには，質問紙による測定法の開発が関与しており，それ以後は意識上

の動機づけを捉えることが主流となった。「なぜその行動をするのか」

という意識を捉えることは，近年多くの研究が積まれた Deci & Ryan
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（ 1985） 7) 等 の 自 己 決 定 理 論 や Dweck（ 1986） 12) の 達 成 目 標 理 論

（achievement goal theory）にも共通する。自己決定理論では行動が

自己決定的であること，すなわち自律的であることを重視し，自ら意欲

的に行動することがよいとされる。これは，学業や仕事のように目標が

明確な行動が対象とされたためであり，その場合は内発的動機づけのよ

うに能動的・自律的な動機づけが望ましいと考えられる。また，達成目

標理論では，人の行動は，目標を設定し，それを達成するために生起す

ると考えられている。従って，どのような目標を設定するかという目標

の適切性が重要になる。これに対し，家事・育児，身支度などの日常的

に習慣化された行動は意識的な目標設定やそれを達成するまでのプロ

セスがあまり意識されずに進行する。人の日常的な行動の多くは意識の

ないところで，自分でも気づかないうちに方向づけられていることが少

なくないのである。このような日常生活に埋もれた動機づけ（速水, 2012）
11)の視点からみると，認知機能を中心とした育児動機づけの解明は不十

分であり，これまでの研究の枠組みをそのまま援用するには限界がある

といえる。 

 

４．無意識の動機づけの視点 

 

（１）無意識の動機づけとは 

 近年，無意識の動機づけが着目されている。無意識は自覚のないまま

個人の行動や思考，感情を方向づける働きをする。無意識の心理過程は

フロイトの精神分析的理論で中核概念となった後，行動主義心理学が盛

んになる中でほとんど検討されなくなった。しかし，最近は再び無意識

の心理過程が注目され，学習や注意・選択，解釈，感情・情動，目標設

定など様々な側面で心の働きの主要役割を担っていると考えられるよ

うになっている（Wilson,2002 / 2005） 13)。 

こうした流れは動機づけ研究にもおよび，目標の設定から行動までの

一連のプロセスがそれほど意識されることなく，自動的に進む動機づけ

は「自動動機」と呼ばれる（及川,2012；Bargh,1990）14)15)。特定の状況

で目標の遂行が繰り返されるうち，習慣化してしまう行動などが含まれ

る。行動が習慣化されると，状況と目標との連合が形成され，手掛かり

だけでそれが自動的に活性化される。人は起床から就寝までの一日の時

間を意識の中で過ごしているが，仕事や学業以外にも様々な行動をする。

それらの多くは習慣化されたルーティンワークであり，ほとんど意識せ

ずに行動している。言い換えれば，意識の力がなくても行動は生起され

るのである。また，無意識の動機づけを高めるのは感情であり，報酬な

どによるポジティブ感情が影響するとされている。他方，無意識の心理

過程はもともと危険な刺激にできるだけ早く反応しようとする生存に
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欠かせないシステムであるため，意識よりも早くネガティブ情報を評価

する特徴があるいう考え方がある（Wilson,2002 / 2005） 13)。具体的な

知見はまだ不透明であるが，動機づけの構成要素の中で感情成分が重要

な働きをすると考えられる。  

 

（２）無意識の動機づけと育児 

 日常生活の中で習慣的に行われる育児は，このような無意識の動機づ

けで説明される必要がある。ほとんどの養育者は当たり前のように毎日

同じような育児行動を繰り返しており，それらは無意識的な行動といえ

るためである。例えばはじめての育児で戸惑いながら授乳のしかたを身

に付けた後，親は子どもが空腹で泣きだすと自然に授乳を始める。これ

は，何度も同じような状況で子どもに授乳をしているうちに状況と目標

との連合が形成されたためといえる。子どもが泣き出した時，多くの養

育者はなぜ泣くのかを考えるのとほぼ同時に子どもに接近し，抱き上げ

たりあやし始めたりする。先述のように，無意識の動機づけ研究ではポ

ジティブ感情が重要な動機づけ成分と考えられている。育児へのポジテ

ィブ感情を持っていると無意識のうちに，より積極的に育児行動を起こ

すのかもしれない。他方，Hajal et al. (2019)16)ではネガティブ感情は

回避的な動機づけと関連することが示唆されている。 Hajal et al. 

(2019)16)では育児動機づけの意識的な側面をみているが，無意識の動機

づけ過程においてもネガティブ感情は少なからず影響をすることが推

測される。 

 

５．育児動機づけに関する今後の研究の可能性 

 

 以上から，親はなぜ育児に向かうのか，あるいは向かわないのかとい

う問いに対して動機づけ概念を中核に意識・無意識の両面から検討する

ことは意義深いと考えられる。しかし，無意識の側面を捉えるための手

法はいくつか開発されているものの，育児動機づけに関する実証的研究

はまだ少ない上，測定方法は確立していない。今後，新たな測定方法を

検討していく必要がある。育児動機づけにおいては感情成分が何らかの

役割を果たすと考えられ（Hajal et al., 2019 ; Dix et al.,2004) 16）

17)，ポジティブ感情・ネガティブ感情の双方から動機づけとの関連性を

捉えていく必要がある。また，速水（2012） 11)によると，動機づけが最

も高まるのは認知・感情がともに高い時であり，怒りや悔しさといった

ネガティブ感情をバネに目標に向かうような状態である。これに対し，

家事や育児のような習慣的行動は覚醒水準が低く，それほど高くない一

定の認知や感情のレベルで行動が生起されていく。無意識の育児動機づ

けの測定方法を検討する上では，日常の中に埋もれた感情をいかに掬い
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取ることができるかが大きな課題といえる。 

 また，育児放棄や育児ストレス，父親の育児参加の不十分さなど，育

児を巡る問題は現代社会の大きな課題である。こうした社会的課題に対

し，親の心を育児に向けるためにはどうしたらよいのか，育児動機づけ

への影響因も合わせて検討していく必要がある。これまでの研究から，

子どもの年齢や母親の就業形態（小林他, 2015） 18)，ソーシャル・サポ

ート（Nakashima et al., 2016） 19)が育児動機づけと関連することが示

されている。Nakashima et al(2016)19)では祖父母や友達，公的機関など

家族外からのサポートが内的喜びと関連することが示されており，周囲

の人からどのような支援が育児動機づけと関連するのか，詳しく検討す

ることも意義があると考えられる。また，Tachibana et al（ 2016） 5)

で示唆された心身の疲労感や，親のコントロール感を低減する子ども側

の要因を合わせて検討することも必要である。 

さらに，母親だけでなく父親も研究対象とする必要がある。父親の育

児参加の少なさが社会的問題となって久しいが，なぜ父親は育児に向か

わないのか，その心性はまだ解き明かされていない。父親の育児量は母

親に比べて少ないこと（松田, 2006 ; 増井, 2017） 20)21)，育児内容は子

どもとの“遊び”が中心であること，育児の第 1 責任者は母親であるこ

となど，夫婦間の育児分担の状況は長らく変わっていない（柏木, 2011）
22)。父親の育児参加に関しては，単に育児回避とはいえず，就労状況を

はじめとする労働構造の問題（ベネッセ教育総合研究所, 2014） 23)や育

児は母親がするものという伝統的な価値観，夫婦で共に育児をする上で

母親自身が育児を抱えてしまう「ゲートキーピング」（加藤・黒澤・神

谷, 2012 ）24)など複数の要因が影響すると考えられる。つまり，父親の

育児参加にはいくつかのハードルがあり，育児に向かいたくても向かう

ことが困難な側面もあると考えられる。母親側の要因を検討する一方で，

父親自身の育児動機づけを解明することも重要といえる。育児参加への

ハードルを乗り越えようとする父親とハードルの前で立ち止まる父親

の違いは何か，無意識の動機づけの観点から父親の心性を解明すること

は，親の心を深く理解し，より適切な育児環境を考えていく上で意義深

いと考えられる。 
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